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＜左手の工作＞「カンガルー」　　　2006年１０月１日掲載
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　前回書いたように「栞用切り絵」は、一旦掲載は無くして、今回は、ダンボール工作の「カンガルー」を 掲載しました。
　毎年、夏休みになると、当地の「ユニー」に夏休みの宿題に対応した「工作材料」が文房具売り場に 出されます。夏休みが終わると「特価品」として値引きされます。

　たまたま、９月８日に「藤田大学病院」の帰りに（中部国際空港に寄った帰り）、トイレを借りました。 そのときに、文房具売り場の近くに「特価品売り場」があり、ダンボール工作の材料がありました。そこで、 ダンボール工作の「カンガルー」「ライオン」を買いました。

　ダンボールには、切り込みが入っていましたので、パーツは、左手だけでも、簡単に準備が出来ました。 後は、折り曲げることで出来あげる完成です。折り曲げることも、左手で何とか出来ました。
しかし、ダンボールは、白い色でありました。そこで、絵の具で着色しました。その時、色むらが出ました。 それは、ダンボールの表面の紙が、水をはじく用にコーティングしてありました。そこで、水溶きボンドを 少し混ぜました。このことにより。少し「むら」を無くしてあります。
















＜左手の工作＞「ライオン」　　　１１月１日掲載







[image: pho200-1]
　今回は、前回引き続き、ダンボール工作の「ライオン」を掲載します。（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
　今回の「ライオン」も、ダンボールには、切り込みが入っていましたので、パーツは、左手だけでも、 簡単に準備が出来ました。 今回の「ライオン」の組立説明書が不完全で、「したあご」と「くび」の接続がよく分からなかったので、 いい加減に作りました。写真を後姿にしたのは、そのせいです。

　今回の「ライオン」を購入した子どもは、大人に手伝ってもらっても、完成することが困難であったと思われます。 もう一つ、折り曲げが複雑で左手で挟むことが出来ない所もありました。仕方がないので木工用ボンドで接着しました。
今回も絵の具で色を着けました。今回も、色むらが出ました。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第一回 　 　＜＜いのしし　＞＞
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　写真は、「左手で作った物」のページもペーパークラフトの「いのしし」 です。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
　この「いのしし」の原本は「Ｃａｎｏｎ」のペーパークラフトのホームページに出ていた物です。それを 私がプリントし、組み立てた物です。写真の大きい「いのしし」は、Ａ４の用紙で作った物は、全長が １５センチくらいの物です。小さい物は、Ａ５の用紙で作った物で、全長は１０センチくらいです。
　用紙は、コクヨの「厚手用紙片面印刷用」を使っています。この用紙は、厚さが0.21㎜です。この用紙は、 ペーパークラフトを作る事には、ギリギリの厚さです。写真をプリントする物には、もう少し厚い物もあり ますが、値段が高く試作には適しません。十分試してから最後に作るのは最適な物だと思います。

 　この「いのしし」のペーパークラフトは、部品が一つで出来ていました。展開図を見てください。部品が 一つでしょう。この展開図には、「組み立て方」も書いてありました。
　私は、左手のみで、作るから色々な工夫をしています。普通は部品を切り出してから、折り目を付けるの ですが、私は、展開図をそのままにして、折り目に細工用カッターナイフで軽く筋をつけます。その場合 直線の筋をつける場合は、錘を二つ置いた定規を使います。谷折りの場合は、切り取った後で筋をつけます。 その場合も、錘が必要です。
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　「展開図」には、「のり付け」の順番が書いてありました。Ａ４の用紙の場合、その順番通りに組み立てました。 ただし、私は左手しか使えないので苦労しました。Ａ５の場合は、順番を少し変えました。原本では、のり付けは、 頭～後ろ足～腹～前足・・になっていたが、腹を一番前にしました。そうしないと、形が小さくなった関係で、 腹の部分を指で押さえることが出来なくなるからです。次に前足をのり付けしました。後は、現本の通り 組立てました。
　鼻の上のカーブと顔のカーブが左手だけでは苦労しました。しかし、左手だけでも完成することが出来ました。

　別件ですが、ホームページの「検索」をクリックして、「ペーパークラフト」で検索すると、たくさんの ペーパークラフトに関するページが出てきます。中にはダウンロードすると有料の物もあるので注意する ことが必要です。しかし、大部分は無料です。私は、無料でデータをダウンロード出来る物をパソコンに 保存して使っています。
　主に「建物等」と「動物」のペーパークラフトを保存しています。「建物等」は、「Ｃａｎｏｎ」の物です。 「動物」は、ヤマハ発動機のペーパークラフトです。建物等は、世界中の建物等を取り上げています。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第二回 　＜＜お雛様　＞＞ 　　2007.2.1
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　１月号には、「凱旋門」を掲載すると書きましたが、「お雛様」を掲載します。「お雛様」は、 三月三日以降は、片付けてしまう物ようですね。そうすると、３月に「お雛様」のペーパークラフトを 掲載すると、たった、三日で掲載を終わるとなりかねないのです。そこで、２月に「お雛様」を掲載 することにしました。

　上の写真は、やや難しい物です。「サンワサプライ」のペーパークラフトのページの物です。 このペーパークラフトは、パーツは、約４０です。
　展開図を印刷するとき、Ａ４の用紙が指定ようですが、私は、Ａ５の用紙で印刷しました。すると、 隙間が狭くなるので、左手一本で作ることができるのか試行してみました。なんとか出来ました。しかし、 「ぼんぼり」がきちんと仕上がりませんでした。雛壇は、ティッシュの箱を使うように設計してあります。 Ａ５の印刷だと、ティッシュの箱が大きすぎて使えません。それで、雛壇が潰れないような工夫をしました。
　「サンワサプライ」のペーパクラフトにも、「組立説明書」が付いています。その説明書の通り組立ま した。

「サンワザプライ」のペーパークラフトのホームページのアドレスは
　　http://paper.sanwasupply.co.jp/craft/index_f.html　　です。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
このアドレスをコピーして、ホームページの「ファイル（Ｆ）」をクリックして 「開く」をクリックすると「カーソル」が点滅するから、「貼り付け」をして「ＯＫ」をクリックすると 「サンワ」のペーパークラフトを開くことが出来ます。
　是非あなたも挑戦したらと思います。ただし、Ａ４の用紙で作った方がよいと思います。このソフトを 開くときは、「Adobe Reade」というソフトが必要です。このソフトは、 多くのペーパークラフトを掲載しているページにある「Adobe　Reade」のマークをクリックすると、 ダウンロードで入手できます。ただし、全部英語で表現している物もあります。日本語で表現している ページもあります。
　下の写真は、パーツが２０の物です。載せているホームページは「笹徳印刷株式会社」の物で、子とも用 のペーパークラフトです。
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　アドレスは　http://www.sasatoku.co.jp/hp/present/paper_craft/index.html　です。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
　組立説明書は、「ひな祭り」のページの下にあります。私は、このホームページを印刷して使いました。 この組立説明書には、間違い少しありましたが、組立には、支障はありませんでした。しかし、 「子ども用」とすると、完全な分かりやすい組立説明書が必要だと思います。「お雛さま」の着物を 着せる所と「ぼんぼり」の本体の所が間違っていました。
　笹徳印刷が正しい組立説明者を付けることを・・・・・

　例によって印刷は、Ａ５にしました。子ども用のときは、Ａ４に印刷することが必要です。
　Ａ５では、作業がし難いので、大人用でもＡ４に印刷して作ると良いと思います。

　他にも、「お雛様」のペーパークラフトが載っているホームページがありますが、今回は、二つに留めて おきます。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第三回 　 　＜＜風車小屋＞＞
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　今回は「凱旋門」を掲載する予定であったが、部品が少ない物（９個）の「オランダ風車小屋」 があったのでそれを掲載します。

　「オランダ風車小屋」は、Ｃａｎｏｎペーパークラフトを作ったことがあります。その時と 展開図が違っていました。前の物は、羽の回転するようにストローを使うようになってい ました。今回の物は、全部紙を使うようになっていました。
　今回の「オランダ風車小屋」は、部品数が９個であり「凱旋門」より組立が易しいと思います。 是非あなたも挑戦してみませんか。

　Ｃａｎｏｎのペーパークラフトの載っているホームページのアドレスは
http://cp.c-ij.com/japan/papercraft/building/index.html
です。
　この「水車小屋」には、組立説明者がついています。私は、 組立説明書を印刷し、その説明書を見ながら 組立ました。ただ、説明書に分かりにくい所が少々ありました。
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　私は、展開図を印刷するとき、Ａ５の用紙を指定しました。始めの人は、ホームページで指定せれている 「Ａ４」にすることが必要だと思います。写真は「Ａ５」で印刷し、組立た物です。羽の直径が１１㎝ くらいです。
 　「いのしし」「お雛様」のところには、「折り目」がたくさんあり、この｢折り目」をきちんとつけないと 綺麗に仕上がりません。折り目が直線のときは、折るところに「すじ」を綺麗につけることが必要です。 この「風車小屋」も、折り目が直線のところがたいくさんあります。普通の人なら、定規を左手で押さえ ながら、右手で「すじ」を付けることができます。しかし、私は「左手」しか使えないから、定規を二つ の錘で固定して、「すじ」を付けることをしています。写真は、「お雛様」のパーツの「すじ」をつける ために定規を錘で押さえてとるところです。この方法は、一回ずつ錘を置いて「すじ」を付けて錘を取ると いうことを繰り返しますので、時間がかかってしまいます。錘も相当重い物が必要です。普通の「文鎮」 だと「すじ」をつけるとき、動いてしまいます。私は、中国で家内が買ってきた重い「文鎮」と望遠鏡の 錘を使っています。
　この錘が無かったら、私のペーパークラフトは、無くなってしまいます。もともと、錘を使うことは、 名古屋市リハビリセンターの時に教えて頂いたものです。毛筆書写の時は、上と下に文鎮を置くという ことを教えてもらいました。切り絵の時も文鎮を使って切ることを教えてもらいました。家に帰ってから 錘を色々工夫していろいろなことをしました。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第四回 　 　＜＜兜飾り＞＞
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　「兜飾り」のペーパークラフトが載っているホームページが４つありました。始めは、 「サンワサプライ株式会社」のペーパークラフトのページに載っていた 物です。

「サンワサプライ株式会社」のホームページこの中にある「 イベントオブジェ」をクリックすると「母の日・父の日」に続いて「兜飾り」が出てきます。

　私は、事前にダウンロードした物を保存してある物を使っています。
　この「兜飾り」には、組立説明書が付いていましたので、その通りにやりました。
印刷は、Ａ５の用紙で刷りました。
　「お雛様」のページにも「サンワサプライ株式会社」のものを載せましたが、 その時もＡ５の用紙を使いました。「お雛様」は、大型のテッシュ用の箱を利用する設計なで、 Ａ５の用紙で印刷した物をそのまま使うことが出来ないので別の紙を利用して組み立てましたと書いて ありますが、「兜飾り」も、大型のテッシュ用の箱を利用するように設計されていましたので、別の紙を 使って組立てています。
　それでも随分大きくなりました。幅１６センチ高さ１６センチ奥行８センチです。それで、Ａ４の 用紙で作れば、立派な「兜飾り」になると思います。
　男の子どもがある家で「兜飾り」が無い場合には、Ａ４の「兜飾り」を作ってみればと思います。 挑戦してみればと・・・・
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　次は、「YAMAHA発動機のホームページ」に載っていた物です。この 「兜飾り」にも「組立説明書」が付いていたが、大変分かり難い物でした。
　この「兜飾り」は、パーツが一番少ない物です。そのため「ひつ」と兜を 置く台がいっしょになっている部分」の組み立て方は、大変分かりにくく、一回目と２回目は失敗しました。 ３回目でやっと成功しました。
　組立説明書は、分かりやすい物にすることが必要だと思います。是非、作者に改定してもらう事をお願い します。

参考にする場合は、 YAMAHA発動機のホームページをクリックしてください。

　この「兜飾り」は、色がシックな物でした。刀と弓は、屏風と畳と一緒になっています。
仕上がり寸法は、幅１１センチ高さ１０センチ奥行６センチでした。
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　この「兜飾り」は、子ども用に作られています。他の「兜飾り」とは異なり、兜と鎧(よろい)を組み合わ せでいます。だから、「五月人形(よろいかざり)」と付けています。
　私は、例により「Ａ５」の用紙で印刷しまたが、少し小さかったので、組立に苦労しました。それでも 完成することが出来ました。
作りたい人は、「キッズ@nifty」のホームページをクリックして下さい。

キッズ@niftyのホームページ をクリックするとダウンロードする画面が出てきます。

　部品が３ページ、組立説明書が２ページです。この説明書は、さすが子ども用に作っているので、 分かりやすく作ってありました。仕上がり寸法は、幅１１センチ高さ９センチ奥行７センチでした。
　 前に書いたように、「Ａ５」の用紙を使うと、少し小さいので「Ａ４」の用紙に印刷することをお勧め します。
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　次に「Studio-Waka」のホームページに載っている物を掲載します。 このホームページのペーパークラフトの表記が、一般の物と少し変わっていたので、「ペーパークラフトの 兜飾り」と「検索」したのに見過ごししていました。

Studio-Wakaのホームページ　をクリック すると「兜飾り」のホームページが出てきます。兜飾りの写真が出てきます。その写真の少し下に「Download」 という表記が出てきます。そのDownloadをクリックするとダウンロードできます。また、「How to Beild}を クリックすると「組立説明書」が出てきます。この組立説明書は、画面で見ているだけでは、私には 分かりませんので、印刷して使用しました。
　この兜飾りの部品は、YAMAHA発動機のホームページの兜飾りと比べて、大変多いです。兜の部品が１３に なっていました。　YAMAHA発動機のホームページの兜飾りの兜は、たった４個です。「ひつ」と飾り台も、 YAMAHA発動機のホームページの兜飾りは，１個ですが、Studio-Wakaの場合は、１０個になっていました。 なお、「ひつ」の脚などには、「のりしろ」が無く紙の厚さでのり付けしないといけないことがありました。
仕上がり寸法は、幅１３センチ高さ１１センチ奥行９センチでした。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第五回 　 　＜＜凱旋門・エッフェル塔＞＞
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　やっと「凱旋門」を掲載することができるようになりました。しかし、前号の予告には書いてない 「エッフェル塔」も掲載することにしました。それに伴って「凱旋門」の大きい物（「Ａ４」）の 掲載は止めにします。

　「凱旋門」も「エッフェル塔」も、キャノンのペーパークラフトのページに載っていた物です。 キャノンのホームページに接続するには、 ここをクリックしてください。そうするとキャノンのペーパークラフトが出てきます。「どうぶつ～　 たてもの～　　」など作りたい物のジャンルが並んでいます。その作りたい物の「たてもの」をクリック すると、左側に建物等の一覧が出てきます。「フランス　エッフェル塔」をクリックすると、「フランス 　エッフェル塔」の「型紙」や「作り方」をダウンロードが出来ます。エッフェル塔は、「背景なし」を クリックすると、背景なしで、塔だけの物も作れます。「フランス　凱旋門」も同様な操作をします。
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　「凱旋門」の写真を見て、気が付くことは、「 建物が歪んでいる」ということです。私は、例によって 印刷時に「Ａ５」で印刷しましたが、組み立てる段階で、「切り取り」や「のりづけ」などの歪みが出て、 結局、建物そのものが歪んでしまいました。この写真の「凱旋門」は、幅１０センチ高さ９センチ奥行 ８センチぐらいになっています。
　あなたが作る場合は、設計者の「Ａ４」を使うようにすることをお勧めします。

　「凱旋門」は、パーツは２６個です。組立説明書を良く見て組み立ててください。組立説明書は、詳しく 書いています。だから、初心者でも組立が簡単と思います。ただ、前に書いているように、歪が出ない ように丁寧の作業することが必要です。左手のみの私でも、歪があるが、完成することが出来ました。

 
　「エッフェル塔」も、印刷の時、「Ａ５」の用紙に印刷しました。仕上がりの大きさは、幅１３センチ 高さ１４センチ奥行１０センチでした。

　「エッフェル塔」のパーツは、１５８個もありました。だから、塔の半分を木工用ボンドを水で溶いた物 を筆に付けて接着しています。筆で水溶きボンドを付けたままでは、きちんと付けることは出来ないので 手で押さえておかねばいけません。だから、左手だけて、「のり付け」をすることは、時間がかかります。

　一つのバーツに作る時、作る上で問題がありました。それは、上にある 「空」の部分の「のりしろ」がないので、「空の上部」の貼り付けがうまくいきませんでした。あなたが 作る場合は、この部分に「のり付け」する部分を作ることをお勧めします。 写真の下部に参考図（赤い部分）を書いておきます。

　「木」の部分の「葉」は、展開図では、３段にするようになっていましたが、一番上の段は、小さくて 私には付けることが出来ませんでした（「Ａ４」では、３段目も付ける事が出来ると思います）。また、 葉の部分は、用紙を「0.18ミリ」の用紙を使いました。普通のペーパークラフトの用紙は、「0.21ミリ」を 使っています。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第六回 　 　＜＜恐竜その１＞＞







　前回書いた「恐竜」を掲載します。見出しに「・・その１」と書いたように「・・その２」も掲載します。 この「恐竜のペーパークラフト」を作ることになったわけは、私の家に来る 「リハビリ」の先生の子どもさんが「恐竜」に興味があると言う話をしてくれたので、 「恐竜のペーパークラフト」を 子どもにプレゼントしようと考えたことが始まりです。
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　始めは、「フクイリュウ」です。
「フクイリュウのペーパークラフト」のページを見るのには ここをクリックしてください。すると「展開図」「組立解説」をダウンロードする画面が出てきます。

　この「展開図」を印刷するときは、「Ａ４」を選んでください。それでも仕上がりは小さくなってしまい ます。
「フクイリュウ」には、「台」や「名前」をつける物はありません。
そこで、少し大きくなることや「台」「名前」をつけるようにした改良版を作りたいと思っています。
まだ具体的な計画はないが、一度原版を印刷し、Ａ５の紙に部品と部品の間隔を詰めて貼り、その物を スキャナー（私のスキャナーは、倍率が可変できます）でとると言う方法で出来ると思います。
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　次は、「恐竜の骨格」のペーパークラフトです。このペーパークラフトは、「サンワサブライ株式会社」 のペーパークラフトです。 サンワのペーパークラフトでは、色々なペーパークラフトがありますが、「恐竜」のペーパークラフトは 一つです。 「恐竜の骨格のペーパークラフト」のページを表示するには ここをクリックをします。そうすると「展開図」「組立説明書」のダウンロードが出来るページが出て きます。
　この「恐竜の骨格」のペーパークラフトは、Ａ５で印刷した物です。それでも、今回の物では、 一番大きくなっていました。
　組立説明書も詳しく書いてありました。また、展開図の中に番号が付けてあり、大変親切な物でありました。
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　次からの３つは、「キャノン」のペーパークラフトです。「キャノン」のペーパークラフトには、 たくさんのペーパークラフトがあります。ペーパークラフトのページを表示するには ここをクリックしてください。 そうして「かがく」をクリックすると幾つかの「恐竜」を選択する画面が出てきます。今回は、 「ティラノサウルス・レックス」「トリケラトプス」「パンピラプトル」の３つを掲載します。

　写真は、「ティラノサウルス・レックス」です。前に書いた「骨格」もティラノサウルスです。
写真の物の仕上がりは、全身が２５センチ程度です。印刷は「Ａ５」の用紙にしてあります。
組立説明書も丁寧に書かれています。だから、私は、組立説明書の通りにやりました。説明書には、折れ目が きちんと明示されています。それで、まず始めに、折れ目をカッターで軽くなぞりました。折れ目は、 直線の 時は、定規を使い印をつけましたが、曲線の場合（後足）は、目分量でやりました。
後ろ足の部品は、足先と腿との２つの部品だけで出来ています。それで、足の折れ目が曲線になっている ことが あります。この曲線の折れ目をきちんと付けることが必要でした。それをきちんとやらないと失敗します。 私は、 始めの物は、折れ目をきちんとつけないかったので、失敗しました。
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　次は「トリケラトプス」です。この物も、「Ａ５」の用紙で印刷しました。
　きちんと接着してないところもありますが、左手一本でも作ることが出来ました。
　丸みがあるために、部品をつけることに苦労しました。錘で作りかけの物を固定して 作りました。
　本体を台に付けるときは、一つの足をボンドで付け、そのボンドが良く乾いてから、次の１本を 付けるようにしましたから、時間がかかりました。
　最後に、水溶きボンドで艶出しをしました。他の物も、水溶きボンドで艶出しをしてあります。 
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今回の最後は、「パンピラプトル」です。
この「パンピラプトル」は、「Ａ５」ではなく「Ａ４」の用紙に印刷しました。 それでも、小さくなりました。それは、尻尾が長いことに原因があると思っています。
　組立説明書の通りに組立ました。部品の接着は、一箇所のボンドが完全に乾いてから。 次の部品を接着しました。


　次の号も「恐竜」に掲載する予定です。今度の号には、「子供用」の物も掲載します。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第八回 　 　2007.8.1＜＜エジプト関係＞＞







　前回書いたように「エジプトのピラミッド・ スフィンクスなど」を掲載します。今回のペーパークラフトは、 全部Ｃａｎｏｎのペーパークラフトに掲載してある物を使いました。このペーパークラフトを表示 するのには、 Ｃａｎｏｎのペーパクラフト クリックください。このページには、いろいろなジャンルのペーパークラスとがありますが、このページを 開くと一番始めに「たてもの」が表示されます。この「たてもの」のページには、たくさんの建物などがあります。 今回は、エジプト関連の４つを掲載します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
[image: pho200]
　始めは、「クフ王のピラミッド」です。このペーパークラフトは、部品は大変少なく、簡単です。 写真を見ると、上のピラミッドの一番上を取ると右の写真の通り内部の構造を示すようになっています。 作者の工夫に感心します。
　組立説明書は、部品と同じファイルにしてありました。最初の２ページが「組立説明書」に なっています。その組立説明者に従っていけば簡単に組み立てられます。
　印刷は、「Ａ４」の用紙と「Ａ５」の用紙で印刷しました。構造の細部を見るには、「Ａ４」の用紙で 印刷した方がよいと思いますが、外観だけいいのなら、「Ａ５」の用紙でも十分と思います。
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　次は、「スフィンクス」です。「スフィンクス」は、「Ａ４」の用紙に印刷した部品を使って作りました。 部品は１６個と少ないのですが、一つの部品が複雑な物があり、「のりつけ」の部分が狭くなっていること が多く、「Ａ５」の用紙でも印刷しましたが使うことはなかったのです。
　組立説明書は、「部品」と同じファイルの始めの２枚にあります。組立説明書は、親切で、組立説明書の 通りに組み立てました。
　完成した物は、長さ２４センチ幅１０センチ高さ１０センチくらいになりました。

　前記に書きました通り、「Ａ５」に印刷した物は、「のりしろ」が大変狭いので出来ないと思いましたが、 折角印刷したので、これで出来るか挑戦したいと思います。「のりしろ」が小さくなるので、左手一本では、 作ることが困難と思いますが、挑戦します。
　 Ｃａｎｏｎのペーパークラフトには「エジプト」関係する物は、あと２つあります。この二つは、古い 物です。だから、台は付けてありませんでした。
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　次の写真は「アレキサンドリアの大灯台」です。この灯台について、 作者の解説が部品のページの最初についています。この解説を始めに書いておきます。
「世界の七不思議に数えられるこの大灯台は、ファロス島(アレキサンドリア/現エジプト)の岩礁に 紀元前２５０年頃、プトレマイオス２世によって建設されました。火桶と反射鏡による明かりは ５０ｋｍ先から見ることができたといわれています。 １４世紀には完全に崩壊し、その跡地に要塞が築かれ（実物や 再建された物）見ることができません。」

　部品の数は１２です。組立説明書は、部品と同じところに簡単に述べられています。組立は簡単に 出来ました
　印刷は「Ａ４」の用紙と「Ａ５」の用紙に印刷しました。両方を組立ました。それぞれ、高さが １８センチと１３センチになりました。あなたが作る場合は、「Ａ５」の用紙で作ると良いと思います。
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　最後に「アブ・シンベル大神殿」です。
　部品数は１１個です。部品と一緒に、簡単な「組立説明書」が付いています。これも簡単に作ることが できました。

　この「神殿」は、ダムに沈んでしまうことから、他の所に移設したとテレビなどで報道されたと思います。
　「アブ・シンベル大神殿」にも、作者の解説を書いています。その解説も書いておきます。
「アブ・シンベル大神殿は紀元前１４世紀頃、ラムセス２世によって建設された岩窟神殿です。入口に 並んでいる像の高さは２１mもあります。現在の神殿はダム建設のため移築されたもので、春分と秋分の日には 岩窟神殿の一番奥の部屋まで、太陽の光が射し込むように設計されていました。」
















＜＜ペーパークラフト＞＞第九回 　 　＜＜大阪城・東大寺の大仏＞＞
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　今回は、「大阪城・東大寺の大仏」を掲載します。今回も二種類ともペーパークラフトは、 Ｃａｎｏｎのペーパークラフトに掲載してある物を使いました。このペーパークラフトを表示 するのには、 Ｃａｎｏｎのペーパクラフト をクリックしてください。このページには、いろいろなジャンルのペーパークラフトがありますが、このページを 開くと一番始めに「たてもの」が表示されます。この「たてもの」の ページには、たくさんの建物などがあります。
　今回は、「大阪城」と「東大寺の大仏」の２つを掲載します。

　始めは、「城」は「姫路城」を掲載する予定だったが、印刷を「Ａ５」の用紙にしたので部品が 小さくなってしまいましたから、完成することが出来なったので掲載することが出来なくなってしまいました。

それで「大阪城」を掲載します。「大阪城」の場合も一部変なところがありますか一応完成したので掲載 します。
　「大阪城」は、Ｃａｎｏｎのパーぺークラフトのうち一番新しい く掲載された物です。部品は、７８個で出来て いました。組立説明書は、詳しい物があります。その組立説明書に従って組み立てました。 印刷は、例により「Ａ５」の用紙に印刷しました。それでも大きくなってしまいしまた。完成した物は、幅１５高さ１８奥行 １５センチになりました。
　「Ａ５」に印刷したので、一部の部品が小さく、のり付けが難しい物がありました。それは、「鯱」の 部分です。
　あなたが「大阪城」を作りたいと思ったら、制作者が指定した「Ａ４」に印刷した方がよいと思います。
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　次は「東大寺の大仏」です。写真の物は、「Ａ５」で印刷したものです。出来上がった物は、 幅１２高さ１６奥行１２センチになりました。
　部品は、全部で２６個ありました。顔(頭)の部分は小さくなり、のりしろが細く、組立が困難の事がありました。 しかし、なんとか左手一本でも作ることが出来ました。

　簡単な「組立説明書」もありました。ただし、「組立説明書」は、分かりにくいところがありました。 しかし、組立に支障はありませんでした。
　「大仏」もそうですが、「折り目」を丁寧に付けることが大切です。「大阪城」も「大仏」では、 「折り目」が不正確なところがありますが、一応出来ました。
　完成品の折り目が白く目立っています。それで、絵の具でまわりの色をつけたらと思います。写真の物は、 色つけはやっていません。ただし、表面を水溶きボンドを塗っています。

　次回は、失敗した「姫路城」に挑戦し、掲載します。今度は、「Ａ４」の用紙で印刷してみます。サブとして、 「大洲城天守閣」を掲載しようと思っています。 「大洲城天守閣」は、キッド用として国土交通省四国地方整備局のホームページに載っていた物です。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第十回 　 　＜＜姫路城など＞＞







今回は、「失敗した姫路城・大洲城など」を掲載します。
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　「姫路城」の原版はＣａｎｏｎのペーパークラフトに掲載してある物を使いました。 このペーパークラフトを表示するのには、 Ｃａｎｏｎのペーパクラフト をクリックしてください。このページには、いろいろなジャンルのペーパークラフトがありますが、 このページを開くと一番始めに「たてもの」が表示されます。この 「たてもの」のページには、たくさんの建物などがあります。
その中にある「姫路城」を ダウンロードして使いました。

　 　前号で、「姫路城」は、『印刷を「Ａ５」の用紙にしたので部品が小さくなってしまいましたから、完成することが 出来なったので掲載することが出来なくなってしまいました』と書きましたが、「Ａ４」で印刷した 今回も失敗してしまいました。
　それは、部品が複雑に組み立ててあり、左手一本では操作が困難であったというわけです。それは、 「Ａ４」で印刷したパーツが大きくなって「水溶きボンドで付けとき、左手一本では、押さえて おくことが困難であった」ということです。
　それに、屋根の部分に「裏面補助パーツ」を使用して組み立てることにしてにしてあるが、 どこへ取り付けるかが不明だったことも失敗した原因と思えます。

　「姫路城」には、機会があったら、もう一度「Ａ５」に印刷した物を作ってみたいと思っています。 パーツを切る・印づけ・折り曲げる・のり付けなどを確実に行えば、時間がものずこくかかったら、出来ると思います。
「姫路城」は、初心者は挑戦しないことがよいと思います。
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　次の写真は、「キッズ用大洲城」です。 　このペーパークラフトは、ここをクリックして、 「大洲城」の「組立説明書」と「パーツ」をダウンロードします。この「大洲城」は、子ども用につくってあるものです。
　私は、例によって、「パーツ」は、「Ａ５」で印刷しました。したがって、出来上がったものは、長さ9.5幅8.5高さ12㎝(下の紙を除く) になりました。
　ただ「組立説明書」は、子ども用として分かりにくい所もありました。「屋根・窓」のパーツに「い」「ろ」「・・」と付けてあり、 壁に貼り付ける場所が書いていました。だから、完成することができました。写真の物は、下の台紙を付けてあります。それは、 台紙に「大洲城天守閣」と言う名称がかいているからです。台紙は無くしても作ることができます。その場合は、台紙にある 「大洲城天守閣」という名称を切り取り「石垣」の部分に貼ったらと思います。
　あなたが作るときは、「Ａ４」に印刷しますと良いと思います。そうしたら、少し見栄えが良くなると思います。
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　最後は、「家型埴輪(いえがた　はにわ)」です。　
　このペーパークラフトは、「発掘された日本列島」というＨＰに出ていました物です。
　ＨＰは、ここをクリックすると出てきます。
　「家型埴輪」と「人面土器」がありました。また、「カラー」「モノクロ」を選択できるようになっていました。
　私は「家型埴輪」の「カラー」だけダウンロードして使いました。
　　ただ、「組立説明書」が付いていないので注意してください。だから、 「パーツ」の左上に「ペーパークラフト完成図」の写真と「家型埴輪の写真」があったから、それを参考に作りました。
　「Ａ５」に印刷したら、仕上がり寸法は、幅９奥行８高さ１２センチになりました。実物は、高さが１.７メートルもある大きな物と 書いてありました。この埴輪は、「大阪府高槻市の今城塚古墳」で発掘されたということです。

　「家型埴輪」は、今城塚古墳以外でも発見されているということです。興味がある方は、ホームページの「検索」で「家型埴輪」で 検索してください。ただし、家型埴輪のペーパークラフトは、ここに掲載したもの以外はないと思います。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第十二回 　 　＜＜干支のねずみ＞＞







　今回も予定を変更しまして、「干支のねずみ」を掲載します。
[image: pho200-1]
　この「干支のねずみ」の原版はサンワのホームページに載っていた物です。
このペーパークラフトを表示するのには、 サンワのペーパクラフト をクリックしてください。すると、ダウンロードが出来るページが出てきます。このページには、 干支のねずみのペーパークラフトが２つあります。「和柄タイプのねずみ」と「米俵のねずみ」と２つです。 私は、ねずみのペーパークラフトを２個ともダウンロードして作りました。
　参考までに、このページの左側にいろいろなペーパークラフトがあります。昨年の干支の「いのしし」も 残していました。
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　「和柄タイプのねずみ」と「米俵のねずみ」ともパーツは９個でした。 簡単な組立説明書をダウンロードをすることも出来ました。私は、組立説雌遺書もダウンロード しまして、その組立説明書によって組み立てました。その結果、「米俵のねずみ」の組立は 組立説明書の通りにやればできました。しかし、「和柄のねずみ」の組立説明書は、台と 金屏風の取り付け方が分かりませんでした。だから、自分の流儀で 金屏風の下に余分の紙をＬ字に切り、それを接着すると方法を使いました。

　制作者は、「Ａ４」の大きさ用紙に印刷した物で作るようにしていますが、私は、「Ｂ５」の用紙に 印刷して作りました。それでも、飾りとして十分だと思います。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第十三回 　 　2008.1.1＜＜ねずみ＞＞







　今回は、「干支のねずみ」引き続き「ねずみ」を掲載します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
[image: pho200]
　写真の「ねずみ」の原版は、「Ｙａｈｏｏ！」が子どもように作った物です。
このペーパークラフトを表示するのには、 Ｙａｈｏｏ！きっずの ペーパクラフトをクリックしてください。すると、２番(１２月２４日現在)のところでダウンロードが 出来るページが出てきます。この「Ｙａｈｏｏ！きっずのペーパクラフト」にはもっと多くの ペーパークラフトがあります。
　そこにある「ねずみ」のペーパークラフトは、相当前から掲載しているものです。

　このねずみの組立説明書はありませんが、パーツの所に簡単な説明がありました。
　私は、印刷は「Ａ５」で印刷して作りました。
[image: pho201]
　次の「ねずみ」のペーパークラフトは、キャノンのペーパークラフトに出ていた物です。 このぺーパークラフトを表示するためには キャノンのペーパークラフトをクリックしてください。すると、ダウンロードする画面がでます。去年の「いのしし」もあります。
　昨年の「いろしし」もそうでしたが、今回の「ねずみ」もパーツは１個だけでした。印刷は「Ａ５」の 用紙に印刷しました。前の「ねずみ」も組立説明書はついていませんが、今回の「ねずみ」も組立説明書 はついていません。やはりパーツのところに簡単な説明がついています。

　このページの上に「年賀状」クリックするとこの、「おまけ」の欄がありますが、 この欄をクリックする葉書版の「ねすみ」のペーパークラフトのダウンロードする画面が出てきます。または、 「ねずみ」をダウンロードする場所の下に葉書版の「ねずみ」をダウンロードする欄があります。 どちらでもよいですがダウンロードすると印刷する画面が表示されます。
　私は左手一本で作業するので、このねずみは大変小さいから作ることができません。誰か挑戦して みませんか。挑戦したい人は、私が印刷した用紙(はがき)を送ります。メールで送り先を知らせて下さい。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第十四回 　 　＜＜ペンギン＞＞　　２００８年２月１日掲載







　今回は、「ペンギン」を掲載します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
[image: pho202]
　始めは、「ＹＡＭＡＨＡ発動機」が出しているホームページに出ていた「世界の希少動物」の 「キガシラペンギン」です。この「キガシラペンギンの展開図」をダウンロードしたいページをですには ここをクリックしてください。
　そうすると、展開図をダウンロードする画面が出てきます。展開図は「カラータイプ」と「無着色」が あります。私は、「カラータイプ」を選んでダウンロードしました。展開図をダウンロードする画面と 一緒に「組立説明書」をダウンロードするところもあります。私は、展開図と組立説明書の両方ダウン ロードして作りました。
　この「キガシラペンギン」の印刷は、「Ａ４」の用紙に印刷しました。それでもペンギンは小さい物で した(大きさは、高さが１０センチくらい)。
　一つの「ペンギン」のパーツは、背中(顔をふくむ)＋くちばし＋腹＋足(二本)の５個でした。台を含めて、 全部で１１個でした。組立説明書は、詳しい物でしたから、その組立説明書にしたがって作っていくなら 容易に作れると思います。
　組立説明書の最後のページに「キガシラペンギン」の説明がありました。この説明によると、この ペンギンは、昼間は、「森の中」で過ごし、夜に海で餌をとると書いてありました。希少動物になった 原因は、人間が森の木を伐採したことが原因と書いていました。
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　次は「ケープペンギン」です。おなじく、「ＹＡＭＡＨＡ発動機」が出しているホームページに出ていた 「世界の希少動物」に載っていたものです。
　この「ケープペンギンの展開図」をダウンロードしたいページを出すには ここをクリックしてください。「キガシラペンギン」と同様に展開図と組立説明書がダウンロードが てきます。
　「キガシラペンギン」と同様にペンギンのパーツは、５個でした。大きさも「キガシラペンギン」と 同じと思います。「キガシラペンギン」と違う点は、台の上の岩が付いていました。それでパーツは全体で １３個になりました。 
　 ケープペンギンが希少動物になった原因として、「人間」が取り上げられています。一番の原因として あげられるものは「卵の乱獲」といわれていました。そのほかには、餌(イワシなど)場が漁場化があげられる と書いていました。現在は法によって保護されているが、今でも密漁が絶えないとのこと。

　次の「コウテイペンギン」は、キャノンのペーパークラフトに出ていた物です。 「コウテイペンギン」は「世界の希少動物」ではありません。ペンギンの仲間では最も大きいものですから 「コウテイ・・・」と付けられたと思います。
このぺーパークラフトを表示するためには ここをクリックしてください。 そうすると、展開図や組立説明書をダウンロードできます（インターネットをつながないと・・・・）。

　展開図には９個のパーツあります。しかも、全部で４ページになっていました。それで、コウテイ ペンギンを作るときには、「Ａ５」の用紙を使いました。それでも高さは２０センチになっていました。
それで、糊付けは、左手一本でも易しく出来ました。

　ペーパークラフトの「ペンギン」は、 ここをクリックするとコニカの「ケープペンギ」をダウンローとか出来るページかあります。
ここをクリックすると「オオサマペンギン」 をダウンローとか出来るページかあります。
　私は、「オオサマペンギン」を作りましたが、作って見ると「コウテイペンギン」と同じ様等で掲載しま せんでした。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第十六回 　 ＜＜ライオン・ホッキョククマ＞＞　２００８年４月１日掲載







[image: pho300]
ここしばらくは、「世界の希少動物」を基本にしていま。今回も、ヤマハの「世界の希少動物」シリーズの 「ライオン」と「ホッキョククマ」を掲載します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
　ヤマハのペーパークラフトの「ライオン」を出すには、 ここを クリックして下さい。そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示します。

　私は、両方をダウンロードしていました。インターネットに接続していることは当然ですが、タウンロードするときは、 「ＰＤＦ」ファイルと指定あるときは(大部分)、ＰＤＦを表示する「ソフト」が必要です。私はそのソフトを入れてあります。 初めての方は、ペーパークラフトを出しているホームページには、そのソフトを無料でダウンロードできるものがあります。 
ここの「ライオン」のダウンロードできるページの下にもあります。しかし、このダウンロードを使用とすると、「英語」で 指示がでますから注意してください。
[image: pho301]
　ライオンの展開図は、台を除くと２２パーツがあります。そのパーツを組立説明書に従って組み立てて行きました。手・足を 糊付けした時に、うまく収まらないことがありました。その原因として、手・足の膨らみをつけるための切り込みがあるが、 その切り込みを貼りあわせるとき、合わせが大きすぎにしたことが原因と思います。

　次も「ライオン」です。このペーパークラフト（日立）のページを出すには ここをクリックしてください。 このページは前回かいた「アフリカゾウ」などがあるところと同じページです。このページの下の方に「ライオン」があります。 めずらしいことに、「メス」のライオンもありました。写真は、オスとメスを並べて写したものです。

　前回も書きましたように日立のペーパークラフトには、「組立説明書」はありません。しかし、パーツが少ないので心配ありません。 オスライオンは、パーツが２個、メスライオンは、たった１個でした。
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　次は、「ＹＡＭＡＨＡ発動機」が出しているホームページに出ていた「世界の希少動物」の「ホッキョククマ」です。 この「ホッキョククマの展開図」と「組立説明書」をダウンロードしたいページを だすには ここをクリックしてください。
　そうすると、展開図をダウンロードする画面が出てきます。展開図は「カラータイプ」と「無着色タイプ」が あります。私は、「カラータイプ」を選んでダウンロードしました。展開図をダウンロードする画面と 一緒に「組立説明書」をダウンロードするところもあります。私は、展開図と組立説明書の両方ダウン ロードして作りました。ただし、組立説明書は、分かりにくいところがありました。
　パーツは、１４個ありました。そのうち、本体は、１１個ありました。

 
　組立説明書になると「狩猟によって減少し、絶滅の恐れがありましが、１９７６年のホッキョククマ 保護協定ができから回復し、危機を脱しました。」と書いてありました。しかし、温暖化による北極海の氷のが減少しいて ることが心配です。
[image: pho303]
　次も「ホッキョククマ」です。ライオンのところで書いたように、この「ホッキョククマ」も日立のペーパークラフトに 出ていました。やはり、組立説明書はありませんでした。しかし、パーツは３個ですので無事作ることが出来ました。

　なお、「ライオン」と「ホッキョクグマ」は、キャノンのペーパークラフトのページにも載っています。 このペーパークラフトの物は、大きい物です。しかし、パーツが多いので、作るのに時間がかかります。
そのペーパークラフトのページを出すのは、ここを クリックしてください。機会があったら、私も挑戦したいと思っています。
　
















＜＜ペーパークラフト＞＞第１８回 　 ＜＜オランウータン・ワニ・シーラカンス＞＞　２００８年６月１日掲載







　ここしばらくは、「世界の希少動物」を基本にしていま。今回も、ヤマハの「世界の希少動物」シリーズの 「オランウータン」と「ワニ」・「シーラカンス」を掲載します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
[image: pho300-1]
　まずオランウータンを掲載します。
　ヤマハの「世界の希少動物」には、「スマトラオランウータン」が載っています。その「スマトラオランウータン」を出すには、 ヤマハのペーパークラフト「スマトラオランウータン」を クリックして下さい。そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示されます。
　私は、当然、両方をダウンロードしています。
　「スマトラオランウータン」の展開図は、台を除くと８パーツがありました。そのパーツを組立説明書に従って組み立てて行きました。 やっぱりヤマハのペーパークラフトの「組立説明書」は、分かりにくい物でした。それでもなんとか作ることが出来ました。
　「オランウータン」の特徴はとられていましたが、十分立体にはなりませんでした。
　「組立説明書」には、「スマトラオランウータンは、熱帯雨林の木の上で生活・・・。オランウータンは古くから食肉用や珍獣として動物園やサーカスから 需要により乱獲され、数が激減しました。ワシントン条約締結後輸出ができなくなりましたが、生育地である森林の伐採や密猟などにより、 数は減り続けました。現在ではリハビリセンターが設けられ、保護活動も進められています。」と書いてありました。
[image: pho301-1]
　次は、「ＹＡＭＡＨＡ発動機」が出しているホームページに出ていた「世界の希少動物」の「キューバワニ」です。 この「キューバワニ」の「展開図」と「組立説明書」をダウンロードしたいページを 出すには ここをクリックしてください。
　そうすると、展開図をダウンロードする画面が出てきます。展開図は「カラータイプ」と「無着色タイプ」が ありました。私は、「カラータイプ」を選んでダウンロードしました。展開図をダウンロードする画面と すぐ下に「組立説明書」をダウンロードするところもあります。私は、展開図と組立説明書の両方ダウン ロードして作りました。
　本体のパーツは、１２個ありました。しかし、この「組立説明書」は、珍しいことに、分かりやすかったと思います。
　「組立説明書」の解説によると「キューバワニはその名のとおり、キューバに生息しているワニです。・・・かっては キューバ全域に広く分布していましたが、現在ではサパタ沼とラニエル沼の2か所にしか生息していません。保護活動は 進められていますが、他種のワニとの交配による純血個体の減少や、メガネカイマンというワニによる子ワニの捕食など、 問題もあります。」と書いていまはた。
[image: pho302-1]
　次も「ＹＡＭＡＨＡ発動機」が出しているホームページに出ていた「世界の希少動物」の「シーラカンス」です。 　ヤマハの「世界の希少動物」には、「シーラカンス」が載っています。その「シーラカンス」を出すには、 ここをクリックして下さい。そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示されます。
　「シーラカンス」の本体用のパーツは、たった６個でした。今回の「シーラカンス」は、糊代がきちんとつけてありました。 「組立説明書」に従って作っていきました。
　「組立説明書」には、シーラカンスについての解説がありました。
　「」シーラカンスは2億4千万年ほど前に栄えた総鰭(そうき)類とよばれる古代魚の１種で、およそ８０００万年前に 絶滅したと考えられていましたが、１９３８年に南アフリカの東岸沖で捕獲され［生きている化石〕として世界的に 有名になりました。全身が大きく固いウロコで覆われ、白濁色の斑点があります。他の魚類にはない肉鰭をもち、四足動物の 足に進化していく可能性を秘めた構造を持っています。太古のシーラカンスはエラと肺で呼吸でき、水中でも陸上でも生活が できたようですが、現在確認されているのは水中のみしか生存できません。１９９０年代半ばまでに約２００匹捕獲されて、 南アフリカをはじめ世界各地で、はく製またはコピーが展示され、その姿をみることができます。」
















＜＜ペーパークラフト＞＞第１９回 　 ＜＜マレーバク・フェルナンデスオットセイ＞＞　２００８年７月１日掲載







　今回もヤマハの「世界の希少動物」を基本にしています。（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
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　始めに「マレーバク」を掲載します。
　その「マレーバク」を出すには、 ヤマハのペーパークラフトを「マレーバク」 クリックして下さい。そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示されます。「展開図」は、 カラーのものと白黒のものがあります。私はカラーのものをダウンロードして使っています。
　展開図は、８パーツでした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てて行きました。 やっぱりヤマハのペーパークラフトの「組立説明書」は、分かりにくい物でした。それでもなんとか作ることが出来ました。
　組立説明書の最後に解説があります。その解説を綴ります。
　「マレーバクは世界に生息する４種類のバクの中では最も大型で、唯一アジアに生息しているバクです。特徴は白黒２色にきれいに 分かれた体色、ずんぐりとした胴体と短いしっぽと相まってユーモラスな印象を与えます。よく動く鼻は上唇と一体化しており、ゾウの 鼻とよく似た構造になっています。バクはこの鼻先を上手に使って食べ物を食べるのです。通常、単独か親子で生活します。生まれた子供 にはイノシシの子供と同じように縞模様(しまもよう)があり、この模様は約半年で消えます。古くからバクは人の悪い夢を食べる動物とされて 

きました。タイではマレーバクはお釈迦様が乗る動物ともいわれ、胴回りの白い部分はお釈迦様が乗った鞍の後だいう伝説もあります。」
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　次は「フェルナンデスオットセイ」です。
　このフェルナンデスオットセイを出すには ここをクリックしてください。
　やはり「展開図」はカラーと白黒がありました。私は勿論カラーの物をダウンロードしました。台を除くと１１パーツありました。パーツが 小さいので作るのに苦労しました。写真を良く見ると接着面がずれて白いところが見えてしまった所があります。

　「フェルナンデスオットセイ」の組立説明書の後ろには解説があります。その一部を書きます。
　「フェルナンデスオットセイはアシカ科の仲間です。ずんぐりとした体型が多いアシカの中では比較的スマートな体型をしており、 身体の色は黒褐色をしています。その名の由来は生息する地名、ファン・フェルナンド諸島という島の名前から名付けられました。・・・・ 生息地であるファン・フェルナンド諸島は南米・チリ沿岸から約７００キロ沖に浮かぶ諸島です。１７世紀には数百万頭のフェルナンデスオットセイが生息 していましたが、その後毛皮などのために大規模なオットセイ狩りが始まり、１３０年間の間におよそ４００万頭が捕獲され、 絶滅したといわれるほど激減、現在は保護活動のおかげて約４０００頭まで回復しています。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２１回 　 ＜＜インドサイ・キアシガメなど＞＞　２００８年９月１日掲載







　今回もヤマハの「世界の希少動物」を基本にしています。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
[image: pho300-1]
　始めに「インドサイ」を掲載します。
　その「インドサイ」を出すには、 ヤマハのペーパークラフトの「インドサイ」を クリックして下さい。そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示されます。「展開図」は、 カラーのものと白黒のものがあります。私はカラーのものをダウンロードして使っています。
　展開図のパーツは、１２パーツでした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てて行きました。
　組立説明書の最後にインドサイの説明がありました。その説明を書いておきます。
『インドサイは他の種類のサイと異なり、皮膚が硬質化した角が一本生えるため「イッカクサイ」とも呼ばれ、伝説の一角獣 「ユニコーン」のモデルになったともいわれています。身体はヨロイのような固い皮膚で覆われているので「ヨロイサイ」とも 

呼ばれています。インドをはじめネパールなどの湿地帯や乾燥した森林にも生息し、木の枝や草を主食にしています。昔から角や皮を 目当てに多くのインドサイが密猟の対象とされたうえ、生息地である森林や湿地の開発が進められその数が激減してしまいましたが、 保護活動のもと現在も少しずつ増え続け、最近では約20000頭のインドサイが生存していると推定されています。』
[image: pho301-1]
　次は「キアシガメ」です。
　このキアシガメを出すには ここをクリックしてください。
　やはり「展開図」はカラーと白黒がありました。私は勿論カラーの物をダウンロードしました。パーツは、台を除くと１２パーツありました。 
キアシガメは、今度もインドサイと比べてパーツが大きいので少し楽に組み立てが出来ました。

　「キアシガメ」の組立説明書の後ろには解説があります。その一部を書きます。
　『キアシガメはリクガメ科の仲間です。アマゾンに生息するリクガメとしては最大の種です。５０～６０ｃｍにまで成長し、中には７０ｃｍ を越える個体もいます。甲羅の形状は楕円形でドーム型。色は黒褐色、甲羅にオレンジか黄色の斑点があります。主食は果実と花を中心に 木の葉や樹皮、草、キノコですが、脊椎動物の死肉なども食べます。・・・・・生息地である森林の伐採と食料の捕獲によつて個体数が減少しています。』
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　キアシガメの続きに、「KONICA」のホームページに「希少動物」のペーパークラフトがありました。その中に「リュウキュウヤマガメ 」が あったので掲載します。 　このリュウキュウヤマガメを出すには ここをクリックしてください。そうすると、展開図と組立説明書をダウンロードが出来るページがあります。このページには、展開図と組立説明書に 簡単はリュウキュウヤマガメについての解説もありました。その解説を書いておきます。
『名前:リュウキュウヤマガメ 　　　
学 名： Geoemyda japonica 　　　
分 類： カメ目　ヌマガメ科 　　　
生息地： 沖縄本島北部、渡嘉敷島、久米島 　　
体 長： 7～16cm　　　 
食事： ミミズ、昆虫、陸産貝類、植物の芽や実』 
　本体は、たった４個のパーツで出来ていました。台を含めても７個のバーツでした。組立説明書をもとにして作ることができました。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２２回 　 ＜＜スミレコンコウインコ・ヤブイヌ＞＞　２００８年１０月１日掲載







　今回もヤマハの「世界の希少動物」を基本にしています。
（注意：ヤマハ発動機のペーパークラフトのページは2018年9月を持って終了したそうです。よって、ダウンロードは出来ません。）

[image: pho300-2]
　始めに「スミレコンコウインコ」を掲載します。
　その「スミレコンコウインコ」を出すには、 ヤマハのペーパークラフトの「スミレコンコウインコ」を クリックして下さい。そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示されます。「展開図」は、 カラーのものと白黒のものがあります。私はカラーのものをダウンロードして使っています。
　展開図のパーツは、本体は、１４パーツでした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てて行きました。
　ヤマハのペーパークラフトは、一つ一つのパーツが出来上がった最後に完成するという手順をとっています。インコでは、 自分の手順を使っています。
　組立説明書の最後に「スミレコンコウインコ」の説明がありました。その説明を書いておきます。
『スミレコンコウインコはインコの仲間でも最も大きい種類です。鮮やかなコバルトブルーの身体、黄色い眼の周りとくちばしの付け根、 そして大きく鋭いくちばしが特長です。スミレコンコウインコはヤシの実を主食にしています。・・・つがいか少数の家族単位で活用し、 主に夜に活動します。河川流域のヤシの木などの樹木の幹の穴に巣をつくり、そこに一度に２～３個むの卵を産み育てます。生息地は南 アメリカ中央部・・ブラジル中部の森林地帯や湿地林です。スミレコンコウインコはペットとして取り引きされたり、その美しいプールの 羽根から装飾品の材料や剥製などの標的として、さらには食料として乱獲され続け、個体数が激減してしまっていましたが、ブラジル 政府が国をあげての保護活動が展開されています。』
[image: pho302-1]
　次は「ヤブイヌ」です。
　このヤブイヌもヤマハの「世界の希少動物」のペーパークラフトです。このペーパークラフトを出すには ここをクリックしてください。
　やはり「展開図」はカラーと白黒がありました。私は勿論カラーの物をダウンロードしました。勿論「組立説明書」もダウンロードしました。
　パーツは、台を除くと１５パーツありました。バーツが足や手の小さいのでは、左手一本では苦労しました。

「ヤブイヌ」の組立説明書の最後のところに説明がありました。
　『ヤブイヌはイヌ科の仲間で、黒褐色の短い毛で覆われた、ずんくりした長い胴体と短い足が特長。耳もしっぽも短く、イヌ科の動物では 原始的な種類といわれています。指の間には水かき状のものがあり、泳いだり水に潜ることが非常に得意です。常に郡れで行動し、 自分の身体より大きなパカなどの齧歯類(ネズミの仲間たち)や鳥類、カニなどを集団で襲い、その肉を食べます。まるで背中に目が付いて いるかのように走ることができます。敵に出会ったりした時には、相手を睨みつけて威嚇しながらも素早く巣穴に逃げ込みます。また、 ヤブイヌは他のイヌと同様にオシッコをかけてマーキングをしますが、オスは片足を上げて、メスはかんと逆立ちをしながら 排泄をします。南アメリカ北部の森林や草原など生息し、特に水辺を好み、１０頭前後の群れで生活します。もともと個体数が多くない 動物でしたが、人間が農地の開拓や森林の伐採などでその数が激減したといわれています。』
[image: pho301-2]
　次は、インコの仲間ですが、コニカの希少動物です。私がダウンロードした時はあったのですが、現在は「コニカの希少動物」の ホームページは廃止されたと思います。従って、ダウンロードはできません。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２４回 　 ＜＜干支のお飾り・うし舞＞＞　２００８年１１月１日掲載　







『次回も「動物」のペーパークラフトを掲載する予定です。』と書いたのですが、丑の飾りを掲載します。（文中のダウンロードサイトはすでに終了しています。）

[image: pho300-3]
　まず「干支のお飾り」です。この飾りのペーパクラフトを表示するためには ここをクリックしてください。
そうすると、「展開図」と「組立説明書」をダウンロードできるページが表示されます。
　展開図のパーツは、本体は、１７パーツでした。その内パーツが選択するパーツが二つありました。
そのパーツを「組立説明書」に従って組み立てて行きました。ただし、組立説明書には、分かりにくい所ありましたが何とか組み立てる事 ができました。組立説明書の絵に間違いがありました。それは「松」を立てる場所が「組立説明書」の絵は「右側」にあったが、写真には、 「左側」に立っていました。私は、「松」は左側に立たせました。
　もう一つ、分からない所がありました。それは。屏風の取り付け方でした。私は、屏風の下のほうにＬ型に切った紙をつけて、 台に固定しました。
[image: pho301-3]
　次は、「うし舞」です。「獅子舞」は良く聞くが、「うし舞」は、初めの言葉です。

　この「うし舞」のペーパークラフトを出すには ここをクリックしてください。
　すると「肉の万世」のホームページが出てきます。「うし舞」の意味もこれで解けたと思います。
　「肉の万世」には、色々なペーパークラフトがあります。そのなかに「うし舞」の「展開図」と「組立説明書」をダウンロードする ページが出てきます。「組立説明書」は、図を使って丁寧に書いてありました。バーツは、１１枚で出来ていました。
　印刷は、「Ａ４」が指定ですが、私は「Ａ５」で印刷しました。それでも、飾りとしては、大きくなっています。「Ａ４」で印刷され たら、「獅子舞」と同様に遊ぶことができるようです。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２５回 　 ＜＜門松＞＞　２００９年１月１日掲載







　『次回も「動物」のペーパークラフトを掲載する予定です。』と書いたのですが、変更します。昨年より、新しく取り上げて 「門松」があったので、「門松」特集にしました。（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
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　まず、「YAMAHA」のホームページに出ていた「門松」です。
　まず初めに、ここをクリック してください。（現在、サイトは閉鎖されてダウンロードが出来ません。）
　そうすると、「門松」と「熊手」がダウンロード出来るページが出てきます。そこで「門松」をダウンロードしました。初めに２枚の 展開図があり、その次に組立説明図が着いてきます。したがって、印刷するときには、注意することがあります。私の場合は、 展開図の部分をマットフォトヘーパーデ印刷して、３枚目から普通紙で組立説明図を印刷しました。
　展開図のパーツは、１３パーツでした。そのパーツを「組立説明書」に従って組み立てて行きました。ただし、組立説明書には、 分かりにくい所ありました。
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　次は、「笹徳」の「門松」です。他の「門松」は、台が付いていませんが、この門松には。台が付いています。
　この「門松」のペーパークラフトを出すには ここをクリックしてください。すると「門松」の「展開図」をダウンロードするページが出てきます。バーツは、１２枚で出来て いました。
　組立説明書は、「展開図」をダウンロードするページの下にありました。
　図が小さいので分かりにくいですが、なんとか組み立てできました。

[image: pho302]
　次は、「SANWA」のホームページに出ていた「門松」です。（このサイトも閉鎖しています。）
　まず初めに、ここをクリック してください。
　そうすると、「門松」をダウンロードするページが出てきます。「SANWA」のページには、「展開図」と「組立説明図」が別々に ダウンロードするようになっていました。
　展開図は、１８パーツに成っていました。実際に使ったのは、１６パーツでした。飾りの花が多いので、使わないことにしました。 　組立説明図は、大分詳しく書かれていました。それでも分かりにくい所がありました。
[image: pho303]
　今度は、「キッズ＠nifty」」のホームページに出ていた「門松」です。この「門松」が、前にもかいたように、新しく掲載された 門松です。
　この門松を表示するには、ここをクリック してください。すると、「展開図」と「組立説明図」をダウンロードするところが出てきます。
　「展開図」は、７バーツでした。子供用なので、パーツが少なくしてあると思います。
　「組立説明図」は、分かりやすく書いてあのました。

、エプソンの「門松」があったけど、「会員」にならないと、ダウンロードが出来ない仕組みになていましたから、個人情報を 保護したくて、やめました。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２６回 　 ＜＜牛＞＞　２００９年１月１６日掲載







[image: pho310]
　まず、２００８年１２月のトップページに掲載した「牛」です。
　この牛は、 「Yahoo!きっずペーパークラフト」に出ていたものです。従って、作り方等は、省略します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
もう一度作りたい方は、 ここをクリックしてください。
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　次は、キャノンのペーパークラフトにあった物です。このペーパークラフトを出すのには、 ここをクリックしてください。

このウシのペーパークラフトには、パーツが一つであるので、組立説明書はありません。
キャノンの干支のペーパークラフトには、パーツが一つの物がありました。今年もパーツが一つでした。
[image: pho312]
　次は、ウシが２つです。
　このペーパークラフトをだすにはここをクリックしてください。

茶色のウシが６個のパーツで、白黒の物が５個でした。組立説明書は、ついていません。
それでも、組立は、簡単でした。

　
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２７回 　 ＜＜ネコ＞＞　２００９年２月１日掲載







[image: pho300]
　 　今回は、「ネコ」を取り上げます。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
「ネコ」を材料したペーパークラフトは、少ないのです。キャノンのペーパークラフトの中にありました。
　初めは、「ジャパニーズボブテール」です。「ジャパニーズボブテール」を出すには ここをクリックしてください。
すると組立部品をダウンロードするページと組立説明書をダウンロードするページが表示してくれます。当然、両方をダウンロード しました。
　パーツは、１７個でした。そのパーツを組み立ていきます。各パーツの組立がすんだら、総合組立図に従って、組み立てます。 総合組立図よると、左右「うしろあし」から総合組み立てをすると書いていました。

私は、印刷するときには、「Ａ５」を指定して印刷しました。それでも、完成したときの大きさは、大きくなっていました。
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　次もキャノンのペーパークラフトに出ていた「アメリカンショートヘアー」です。
　このペーパークラフトを出すのには、ここをクリックして ください。

　パーツは、２０個でした。組立説明書によって組み立てていきました。「ジャパニーズボブテール」と同じように、 左右「うしろあし」から総合組み立ていくと書いていました。
これも、印刷するとき、「Ａ５」を指定して印刷しました。
キャノンのペーパークラフトに出ていた「ネコ」には、解説がありました。
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次は、日立グループのペーパークラフトに出ていた「アメリカンショートヘアーウシ」です。
　このペーパークラフトをだすには ここを クリックしてください。

　パーツは２個でした。組立説明書は、ついていません。左右の耳を組んでから、他の場所を組み立てていくと簡単に完成することができました。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２８回 　 ＜＜イヌ１＞＞　２００９年３月１日掲載







　 　前回は、「ネコ」を取り上げましたが、今回は「イヌ」を取り上げます。
「イヌ」もキャノンのホームページに取り上げている物を中心に掲載します。
　キャノンの「動物」を取り上げている「イヌ」は、いろいろあるので、次回も「イヌ」を掲載する予定です。 今回は「チワワ」「柴犬」「ビーグル」を取り上げます。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
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　初めは、「チワワ」です。「チワワ」を出すには ここをクリックしてください。
すると組立部品をダウンロードするページと組立説明書をダウンロードするページが表示してくれます。当然、両方をダウンロード しました。

　本体パーツは、１５個でした。そのパーツを組み立てていきます。各パーツの組立がすんだら、総合組立図に従って、組み立てます。 「イヌ」も総合組立図よると、左右「うしろあし」から総合組み立てをすると書いていました。

　印刷は、「Ａ５」を指定して印刷しました。手足が細くなるので苦労しました。

　キャノンのペーパークラフトには、各動物の解説があります。チワワには、こんな解説が書かれています。
『チワワの祖先犬はテチチという犬であるという説があります。テチチは9世紀ごろにメキシコ周辺を支配していた、トルテック族という 民族が飼っていた犬で、トルテック族やアズテック族にとって、テチチはペットであるとともに宗教的な存在でもあり、 死者とともに焼かれ埋葬されることで死者の罪をテチチが負って神の怒りを静め、さらに死者の魂を悪霊から守って目的地まで先導する 役割を果たすと信じられていたようです。 現在のチワワはアメリカでテチチの末裔と毛のない犬のチャイニーズ・クレステッド・ドッグ の交配により誕生したといわれています。チワワの被毛には2つのタイプがありどちらも柔らかく長毛のロング・コートと短毛の スムース・コートがありロング・コートはカールしていることもあります。 このペーパークラフトではスムース・コートをモチーフ としています。』
[image: pho301]
　次は、「柴」です。
　このペーパークラフトを出すのには、ここをクリックして ください。
　パーツは、２０個でした。組立説明書によって組み立てていきました。「チワワ」と同じように、 左右「うしろあし」から総合組み立ていくと書いていました。

　これも、印刷するとき、「Ａ５」を指定して印刷しました。「柴」も手足が細くなるので苦労しました。

「柴」にも、解説がありました。
『柴は日本の土着犬です。その歴史は古く、縄文時代に南方から日本に来た民族とともに渡来したと考えられています。主な生息地は 日本海側に面した山岳部で、小動物などを狩る鳥獣猟犬として活躍しました。 しかし、1868年頃から1912年頃に日本に輸入された 外国産の犬種との交配が盛んに行われ、純粋な日本犬としての柴はとても数が少なくなりました。これに危機を感じた一部の人々に よって1928年頃から「純粋な柴」の保護活動が始まり、1936年柴犬は天然記念物に指定されます。現在私達が知る柴は、このように 繁殖改良されたものです。 柴は小型犬に分類されますが、筋肉ががっしりとしている点が特徴です。「シバ」という呼び名は 「小さいもの」という意味をもつ古い言葉からついたという説もあります。性質は飼い主にはとても従順で飼い易い犬種です。しかし 警戒心は強く鋭い感覚を持っています。あまり吠えることがなく、「キャッ」という犬には珍しい声を出します。』 
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　次も、キャノンのペーパークラフトに出ていた「ピーグル」です。
　このペーパークラフトをだすにはここを クリックしてください。

　パーツは、２７個でした。組立説明書によって組み立てていきました。「チワワ」と同じように、 左右「うしろあし」から総合組み立ていくと書いていました。
「ビーグル」にも解説がついていました。
　 「ビーグルは15世紀頃のイギリスで盛んにウサギ狩りに使用されていたハウンド種の中で最も小さい犬です。馬などを使わないウサギ狩り では、猟師達は歩いて移動するのに適した猟犬は必要でした。その為、鞄のようなものに入れて持ち歩けるほど小さかったビーグルは、 とても重宝されました。 ブラッド・ハウンドなどイギリスのハウンドの血を引いており、小柄な割にがっしりとした体格をしています。 他の猟犬と異なり、集団で猟に使う事が普通で、集団飼育になじむ犬種でもあります。気質は穏やかで忍耐強く愛想が良い為、子供の 遊び相手にも適しております。』 　
[image: pho303]
　　次も、「ビーグル」です。
　このペーパークラフトはキャノンとは別のペーパークラフトです。ここの「ビーグル」を出すには ここをクリックして ください。

　すると、色々な動物のペーパークラフトが出てきます。そこで「ビーグル」をクリックするとパーツが出てきます。パーツは２個でした。 しかし、組立説明書はありません。尻尾の組立が良くわかりませんでした。この「ビーグル」の印刷は、「Ａ４」です。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第２９回 　 ＜＜イヌ２＞＞　２００９年４月１日掲載







　 　前回は「イヌ１」を掲載しました。今回は「イヌ２」を掲載します。
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　まず始めは「トイプードル」です。
「トイプードル」を出すには ここをクリックしてください。
すると組立部品をダウンロードするページと組立説明書をダウンロードするページを表示してくれます。私は、当然、両方をダウンロード しました。
　本体パーツは、大変多く４０個でした。そのパーツを組み立てていきます。組立説明書は。頭・顔・首・身体・手・腹・足・ 尻尾の順番に組み立て行くようになっていました。
　印刷は「Ａ４」で印刷しました。それで大きさが２０センチ位になってしまいまた。

　「プードル」の説明は、次のように書かれていました。。
『プードルの性格は好奇心旺盛で活発ですが、人見知りで甘えん坊な面も持っています。非常に頭がよい犬種で麻薬捜査犬や、 フランスではトリュフ犬としても活躍しています。大きさによって、スタンダード・ミディアム・ミニチュア・トイの4種類にわかれます。 15世紀頃には水鳥の運搬用や水辺での狩猟犬として活躍をしました。心臓の辺りを残して毛を刈り込んだ独特な風貌は、狩りの際に冷たい 水温から心臓を保護して、さらに水の中でも動きやすくするためのスタイルです。現在ではファッションとして様々な毛の刈り方が あります。このペーパークラフトは一番小さいサイズの“トイ”プードルをテディベア風のスタイルで再現したモデルです。』
[image: pho301]
　次は、「ゴールデンレトリーバー」です。
　このペーパークラフトを出すのには、ここをクリックして ください。
　「ゴールデンレトリーバー」は、日立グループのホームページが提供したものです。日立グループのホームページは組立説明書か ありません。その変りパーツが簡単です。
　その代わり、完全な立体でなく、イヌの外形を形作っているだけです。 　印刷するとき、「Ａ４」を指定して印刷しました。印刷は、たった１枚です。大きさは、約１５センチぐらいです。
[image: pho302]
　次は「ダルメシアン」です。
　次ぎの「ラブラドール」ともに、このペーパークラフトをだすにはここを クリックしてください。
　すると、組立部品をダウンロードするページと組立説明書をダウンロードするページが表示してくれます。
「ダルメシアン」のパーツは、１６個でした。組立説明書は、「Ａ４」１枚でした。

















＜＜ペーパークラフト＞＞第３０回 　 ＜＜イヌ３＞＞　２００９年５月１日掲載







　引き続き「イヌ」を掲載します。前回、「ブラドール」を掲載しましたが、キャノンの物にもありましたので、まず、「ブラドール」を掲載します。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
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　「ラブラドール・レトリーバー」を出すには ここをクリックしてください。
そうすると、組立部品と組立説明書がダウンロードが出来ます。私は、当然、両方をダウンロードしました。

　本体パーツは、２７個でした。そのパーツを組み立てていきます。その組立説明書よると、足・尻尾・腹・身体・手・首・顔・頭の順番 に組み立て行くようになっていました。
　この「ラブラドール・レトリーバー」は、色が「黒」と「イエロー」がありました。組立説明書は、共通でした。
　印刷は「Ａ５」で印刷しました。すると、完成品の高さが１７センチ位になりました。

　「ラブラドール・レトリーバー」の説明は、次のように書かれていました。。
『ラブラドール・レトリーバーの名前は、獲物を回収運搬する犬「レトリーバー」とカナダの「ラブラドール」半島に由来しています。 16世紀頃に漁船でヨーロッパからカナダへ渡った犬が、19世紀頃にイギリスへ戻って来たものが先祖だとも言われます。 元々、 気が荒い性格でしたが、従順で訓練しやすい犬種へと改良されました。 水をはじくオッターテイルと呼ばれるカワウソのような シッポを持ち泳ぐことが大好きです。 現在では盲導犬や介護犬、災害救助犬などとして多くの人々に愛されています。ペットとして 人気の高い犬種のひとつです。 』 
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　次は、キャノンの「セントバーナード」です。
　このペーパークラフトを出すのには、ここをクリックして ください。
　すると組立部品をダウンロードするページと組立説明書をダウンロードするページを表示してくれます。
　パーツは、５１個もありました。組立説明書に基ずき組み立ていまもした。パーツが多いわりに比較的簡単でした。
　印刷するとき、「Ａ４」を指定して印刷しました。用紙は９枚でした。
　「セントバーナード」もキャノンのものでたか、説明は、次のように書かれていました。 　『セントバーナードは、様々な犬種の中でも最大の体格を誇る超大型犬で、優しくのんびりした性格の中に知性的な雰囲気も持ち 合わせています。その性格や雰囲気から家庭犬として多く飼育されています。スイス・アルプスの雪深い山奥で活躍する遭難救助犬として 有名で、何千人もの命を救ってきたと言われ、遭難者用のラム酒が入っているとされる樽を首に下げた独特のスタイルがよく知られて います。』
[image: pho302]


　次の物は、ペーハークラフトを掲載したホームページが無くなった物です。私は、ホームページがあったときに印刷した物です。

前回も２点、掲載しましたが、残念です。 　


　

　次回は、何を取り上げるか、現在のところ未定です
















＜＜ペーパークラフト＞＞第３２回 　 ＜＜昆虫２＞＞　２００９年７月７日掲載







[image: pho300-1]
　始めは、「シロスジカミキリ」です。このペーパークラフトはキャノンの物です。
「シロスジカミキリ」の展開図と組立説明書をだすには ここをクリックしてください。 そうすると、組立部品と組立説明書がダウンロードが出来ます。私は、当然、両方をダウンロードしました。
　本体パーツは、２２個でした。そのパーツを組立説明書に従って組み立ていきました。 私は、展開図を印刷するとき、「Ａ５」で印刷します。カミキリの本体が小さく、苦労しました。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
　キャノンのペーパークラフトには、それぞれのものに関する説明があります。
　「シロスジカミキリ」の説明は、 『カミキリムシは、名前がわかっているものだけでも世界に約2万種、日本だけでも約800種も存在する。 日本でおなじみの種として知られるシロスジカミキリは、国内最大級を誇り、体長は約5センチほど。体に黄白色のスジ模様があり、 長い触角と大きな複眼、発達した大アゴなどが特徴。クリ、ナシ、イチジクなどの樹木を食い荒らすため時に果樹害虫として扱われる こともある。手に取るなどの刺激を与えると、胸部をこすり合わせてギイギイと威嚇音を発する。』と書いていました。
[image: pho301-1]
　次は、「オオムラサキ」てす。 コニカミノルタの物です。このペーパークラフトを出すのには、 ここをクリックしてください。 　すると、画面すぐ下に、「オオムラサキ」の画像と「簡単な説明」が出てきます。『ペーパークラフトをつくる』というコメント出てき ます。このコメントをクリックすると展開図などをダウンロード出来んページ出きます。
　パーツ１６個です。組立説明書は、分かりにくい所ありました。
　一番始めに書いてあった文を紹介しておきます。
『九州から北海道までのほぼ日本全土に生息していますが、都市化などにより、生息地が局地的で少なくなってきています。 オスの翅の表面は光沢のある美しい青紫色なのが特徴です。花の蜜は吸わず、クヌギやコナラといった広葉樹の樹液に好んで集まります。 環境省によって準絶滅危惧に指定されています。』
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　次は、「セミ」と「アゲハ」「オオムラサキ」です。
ここをクリックしてください。
すると、「いきもの」というペーパークラフトが表示されます。「昆虫」の絵をクリックすると、昆虫のペーパークラフトを表示されます。
「セミ」は、羽根を広げた物と羽根を閉じて物と同じページにあるので、二つ作る人は、標本箱をもう一つ作る事か必要てす。

「アゲハ」「オオムラサキ」も同じページにあるので、標本箱が一つしかないから、二つ作る人は、標本箱をもう一つ作る事か必要てす。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第３３回 　 ＜＜昆虫４＞＞　２００９年８月７日掲載
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　始めは、「ヘラクレスオオカブト」です。このペーパークラフトは「サンワサプライ株式会社」の物です。パーツは５個でした。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
キャノンも「ヘラクレスオオカブト」を出していますが。バーツが８０個越える物でした。作り始めたがの完成出来なった。
「ヘラクレスオオカブト」の展開図と組立説明書をだすには ここをクリックしてください。 そうすると、２番目に「ヘラクレスオオカブト」の組立部品と組立説明書がダウンロードが出来ます。

　本体パーツは、５個でした。そのパーツを組立説明書に従って組み立ていきました。 私は、展開図を印刷するとき、「Ａ５」で印刷します。

「サンワサプライ株式会社」の物であるが、キャノンのペーパークラフトに解説がついていたので書いておきます。
　『学名はDynastes hercules。中央アメリカから南アメリカの熱帯雨林に断続的に分布。 体長はオスが46～178ミリ、 メスが50～80ミリという世界最大のカブトムシ。オスの成虫は、体部とほぼ同じぐらいの長さの角を2本持ち、 前ばねが黄褐色を帯びているのが特徴。 空気中の水分量などの環境条件によっては真っ黒な個体も存在する。 また、胸角の太さや突起の位置で区別することができる12種類にも及ぶ亜種がいることでも有名。』 
[image: pho301]
　次は、「カブトムシ」「クワガタムシ」てす。 「ヘラクレスオオカブト」と同じページの所にあります。 　本体は、「カブトムシ」「クワガタムシ」ともパーツは５パーツでした。
　組み立て説明書は、簡単の物がついていました。
[image: pho302]
　次も、「カブトムシ」「クワガタムシ」てす。
こちらの物は。ヤマハ株式会社の物です。
ここを出すには、ここをクリック してください。
すると、「カブトムシ」はたった３パーツでした。「クワガタムシ」は、４パーツでした。簡単に組み立てました。

ヤマハ株式会社の物にも、記事がありましたので書いておきます。
　 

『太陽を体いっぱいに浴びて、アウトドアライフを満喫しましょう。 潮風もさわやかな海では海水浴やクルージングを、陸では登山や ツーリングの感動が待っています。そして、野や林での昆虫採集も楽しいですね。 麦わら帽子に白い捕虫網を持って、セミやホタル、やっと見つけた大きなカブトムシにそっと近付いて、 うまく捕まえた瞬間の、あの歓びを憶えていますか。さあ、ヤマハサイトの林のなかで、 夏休みの思い出をゲットしてみませんか。』 　
















＜＜ペーパークラフト＞＞第３４回 　 ＜＜鳥１＞＞　２００９年９月１日掲載







　今回から「鳥」を取り上げます。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
[image: pho300-1]
　始めは「フクロウ」を掲載されています。
「フクロウ」は、色々なところで掲載されています。今回の 「フクロウ」」の展開図をだすには ここをクリックしてください。 そうすると、色々な物が入っていますが、後のほうに「フクロウ」が掲載しています。フクロウの絵の続きの「小さな四角」を クリックすると、 展開図が出てきます。展開図に続きの方に組立説明書が出てきます。
　本体パーツは、１０個(本体)でした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てていきました。
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　次は「セキセイインコ」です。
　このペーパークラフトはキャノンの物です。「セキセイインコ」を出す出すのには、 ここをクリックしてください。
　すると、組立説明書が出てきます。展開図もきます。展開図は５パーツでした。
　そのパーツ組立説明書に従って組み立てていく簡単に作ることが出来ました。
組立説明書に続きのセキセイインコの説明がありましたので、書いておきます。
　『セキセイインコは、オーストラリア原産の小型のインコです。ジュウシマツやブンチョウと並んでペットとして世界各地で 人気が高く、色・模様等のバリエーションは5000品種以上もあります。野生個体は頭部が黄色で、頭上から後頭部にかけて 細かい黒の横しま模様が入るのが一般的です。成鳥の体長は20㎝ほどで、主に植物の種子などを食べます。』
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　 次は、「コウテイペンギン」です。
　　このペーパークラフトもキャノンの物です。「コウテイペンギン」を出す出すのには、 ここをクリックしてください。
　すると、展開図と組立説明書をダウンロードできるページが出てきます。展開図は１０パーツでした。
　「コウテイペンギン」にも解説がありましたので書いておきます。
　『世界で一番大きいペンギン、それが皇帝ペンギンです。その大きさは体長約100～130cｍで体重も約30kg程になります。 潜水が得意で水深約250ｍ以上の深さに20分程もぐり続けることができるといわれ、これはペンギンの中でも最も長い潜水時間です。 氷の上では寒さに体温と体力を奪われないように体を丸め、首や足も縮めています。またゆっくりとしか動かないペンギンも、 水中では軽やかに飛ぶように泳ぎます。 ペンギンは南極大陸の周りの厚い氷の上で大きなコロニーを作って繁殖をします。 ５月の初め産卵したメスは卵をオスに預け、産卵で消耗した自分とひなのためのエサを求めて海へ向かいます。残ったオスは、 卵が直接氷につかないように足の上にのせて、上からはおなかの皮膚で包み込むようにして寒さから守ります。こうしてオスは 立ったまま約２ヶ月間飲まず食わずで卵を守り続けます。卵がかえる頃メスはひなにエサを与えるためにコロニーへと帰って来ます。 親鳥は卵からかえったひな鳥を足の上にのせて寒さから守ります。』
















　＜＜ペーパークラフト＞＞第３６回 　 ＜＜鳥３＞＞　２００９年１１月１日掲載







　「鳥」を掲載前に、「ヒガンバナ」を掲載します。
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　５月２９日に「彼岸花」を見に行く予定をしていました。しかし、天気予報によると、２９日は、雨でした。
　そこで、家内の提案で近くの所へ彼岸花の写真を撮りに行きました。その写真がこれです。
　家内の知り合いの人が、東大高保育園の東には、彼岸花が咲いてるという情報を知らせてくれました。
そこで、東大高保育園の東に行きました。ところが、時期が遅くなってたので、花が黒くなっていました。　
花が赤の物を選んで撮影しました。　

　（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
今回も、３種を掲載します。
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　まず始めに、「キガシラペンギン」です。 「キガシラペンギン」の展開図をだすには ここをクリックして ください。そうすると、展開図のダウンロードが出来るページか出てきます。私は、カラーの部品を選びました。

キガシラペンギン組立説明書もダウンロードが出来るページか出てきます。 　本体パーツは、８個(本体)でした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てていきました。ただし、小さい部品が多いので 苦労しました。

　「キガシラペンギン」の組立説明書の最後に「キガシラペンギン」についての解説がありました。
『キガシラペンギンは、そのとおり頭部が黄色のため、こう呼ばれています。他のペンギンと大きく異なる点は、他のペンギンのように 常に海の近くで巣を作らず、生活の拠点を森の中としていることです。・・・・生息地は、ニュージーランドの南東部、その周囲の 小島のみに限れらいます。・・・・・一時は絶滅の恐れもありましたが、現在個体数の減少は止まったようです。』
[image: pho302-2]
　次は「ケープペンギン」です。
　ケープペンギンは、解説がありました。その解説をかきました。


『アフリカ大陸の南端のケープ地方のみに生息している。春と秋に産卵をし、群れは小さいが、夫婦の絆は強く、 何年も続けて同じ巣に戻り繁殖を行います。』
「ケープペンギン」を出のには、 ここをクリックしてください。
　すると、ケープペンギン展開図と、組立説明書をダウンロードするページがあります。
　本体パーツは、１２個でした。そのパーツ組立説明書に従って組み立てていくと簡単に作ることが出来ました。
[image: pho303]
　次も、「ケープペンギン」です。
　「ケープペンギン」を出すのには、 ここをクリックしてください。
　すると、展開図と組立説明書をダウンロードできるページが出てきます。
　本体パーツは、１０個(鳥)でした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てていきました。ただし、小さい部品が多いので苦労しました。

「キガシラペンギン」と「ケープペンギン」は、ＹＡＭＡＨＡの物です。ＹＡＭＡＨＡでは、「世界の希少動物」と「日本の希少動物」を 掲載しています。興味がある人は見てください。


　
















＜＜ペーパークラフト＞＞第３８回 　 ＜＜トラ飾り＞＞　２０１０年１月１日掲載







（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
「トラ飾り」を作ります。
[image: pho120]
「寅」」の展開図をだすにはここを クリックしてください。
　すると、画面下側に「はがき版」の３つのトラが出ています。「はがき版」は、印刷の設定を「はがき」する時以外 「A4」{A5}でも印刷できます。私は、「Ａ５」で印刷しました。
[image: pho100]
　左側の物は、「首振り」の物でした。「首振り」の物のパーツは１１個でした。しかし、パーツとパーツの接着は簡単でした。
　右側の物も「ゆらゆら揺れる」物でした。「首振り獅子舞」は、バーツが９個でありました。時間かかりました完成しました。
　真ん中の物は、一つパーツ出来ていました。真ん中の物は、パーツが一つであましたが、線のスジをつけることが手間でした。

[image: pho130]
　１２号に掲載した物を含めると５個のトラがあります。まだ印刷した物あります。今年の正月は、トラ尽くしになってしまうと 思う。
















＜＜ペーパークラフト＞＞第４１回 　 ＜＜動物＞＞　２０１０年７月１０日掲載







[image: pho191]
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
「カメ」「ヤギ」を出すには、 ここをクリックしてください。 　すると、「カメ」「ヤギ」の絵が出てきます。絵の右の小さい四角をクリックすると、パーツと組み立て説明書が出てきます。
[image: pho1004]
　「ヤギ」です。前号のトップページの写真と同じです。
　「ヤギ」は、中国系の「ＥＰＳＯＮ」が出している物であります。
　パーツは、２個でした。組み立て説明書により完成できました。
　「カメ」も同じ中国系の「ＥＰＳＯＮ」が出している物です。
　パーツ９個でした。組み立て説明書により完成できました。ただし、組み立て説明書は、詳しい物ではなかったので、 組み立て説明書の写真と私が作った物と多少違うと思います。
[image: pho190]
　次は、「イヌ(フレンチブルドック)」です。
「フレンチブルドック」を出すのには、 ここをクリックしてください。
　すると、展開図と一緒に組立説明書をダウンロードするページがあります。
　本体パーツは、６個でした。そのパーツを組立説明書に従って組み立てていくと簡単に作ることが出来ました。

　この「イヌ」はＣａｎｏｎの物です。Ｃａｎｏｎの物は、解説がついていることが多いです。

　この「イヌ」も解説がありました。
　『フレンチブルドックは、ピンと立ったコウモリ耳(バット・イア)が特徴的な小型犬です。がっしりとした体つき、被毛は 短毛でなめらかです。尾は短いためほとんど振る事が出来ません。性格は明るく好奇心旺盛、人懐っこくほとんど吼えないため 飼育しやすい犬種であります。』

　
















＜＜ペーパークラフト＞＞第４２回 　 ＜＜動物＞＞　２０１０年８月１日掲載







[image: pho120]
　最初は、イヌ(ウェルシュ・コーギー・ペンブローク)です。
　イヌを出すには、 ここをクリックしてください。
　すると、イヌの絵のしたに「ダウンロード」の文字が出てきます。その「ダウンロード」をクリックすると、 「組み立て説明書」と「パーツ」の絵が出てきます」。「組み立て説明書」は２ページです。「パーツ」は、１ページです。
（2019年段階で、ほとんどのダウンロードページは閉鎖されております。）
　パーツは、６個のパーツに分かれています。そのパーツを「組み立て説明書」によって組み立てていけば完成します。

　Canonの物には、その動物の情報が載せてあります。その情報を載せておきます。
『ウェルシュ・コーギー・ペンブロークはイギリス原産の犬です。古くから牧畜犬として活躍しており、 胴が長く短足で、耳がピンと立っているのが特徴的です。尻尾は短いものや無いものもいます。 運動がとても好きで明るく活発な性格ですが、警戒心の強い面もあります。イギリス王室でも 飼っていた犬で、世界中で安定した人気があります。』
[image: pho123]
　次は。ネコ(ラグドール)です。
　ネコ(ラグドール)を出すには、 ここをクリックしてください。
　すると、ネコ(ラグドール)の絵のしたに「ダウンロード」の文字が出てきます。その「ダウンロード」をクリックすると、 「組み立て説明書」と「パーツ」の絵が出てきます。
　パーツは、７個のパーツに分かれています。そのパーツを「組み立て説明書」によって組み立てていけば完成です。

　Canonの物には、その動物の解説か載せてあります。ネコもその解説を載せておきます。
　『ラグドールはアメリカで誕生したネコの品種です。ぬいぐるみのように、柔らかく フワフワした長い毛を持つことからラグドールと呼ばれるようになりました。目は青く、 被毛は成長するにつれ模様が浮き出てきます。あまり鳴かないために静かで、温和な優しい 性格をしており、飼い主に従順です。』
[image: pho122]
　次は<イタチ科の小動物(フェレット)です。
フェレットを出すには、 ここをクリックしてください。
　すると、フェレットの絵のしたに「ダウンロード」の文字出てきます。「ダウンロード」をクリックすると、 組み立て説明書とパーツの絵が出てきます。
　パーツは、６個のパーツに分かれています。そのパーツを「組み立て説明書」によって組み立てていけば完成します。
　この「フェレット」はＣａｎｏｎの物です。Ｃａｎｏｎの物は、解説がついていることが多いです。
　この「フェレット」も解説がありました。
　『フェレットは肉食目イタチ科の小動物で、古くからヨーロッパで飼育されています。野生のヨーロッパケナガイタチが起源と 言われており、好奇心旺盛、遊び好きで人間によくなつくので、ペットとして世界中で広く飼育されています。また、汗腺と呼ばれる、 皮膚にある汗を分泌する腺がないために、暑さに非常に弱いです。』
















＜＜ペーパークラフト＞＞第４７回 　 ＜＜動物＞＞　２０１１年２月１日掲載







　今度は「小動物」です。
[image: pho100]
　「ラブバード」を出すには、 ここをクリックしてください。
　すると、「組立部品」と「組立説明書」が出て来ます。
　「組立部品」をクリックすると部品が出て来ます。部品は２０位あります。だから、「組立説明書」が必要です。
　「組立説明書」によると簡単に組立ができます。
　「ラブバード」に関する解説があるので、書いて置きます。
　『ラブバードとは、愛情が深く仲間を大切にするインコの総称です。仲間たちと、とても強い絆を結ぶためこのような名称で呼ばれます。 また、愛情をかけてあげれば人間に対してもよく懐きます。このペーパークラフトは、ラブバードとして一般的な“コザクラインコ”が 2羽で仲良く木に止まっている姿をモチーフにしています。』
[image: pho103]
　この「うさぎ」を出すには、 ここをクリックしてください。
すると、「うさぎ」が出てます。「ダウンロード」すると「組み立て説明書」が出て来ます。 「組み立て説明書」の最後に「部品」が入っていました。「部品」は、８個でした。
　この「うさぎ」に関する解説があるので書いて置きます。
　『ウサギはウサギ目ウサギ科に属する草食哺乳類で、約５０種いるとされています。外敵から身を守るために発達した大きな耳と、 立って遠くの音を聞くことが出来るように発達した長い足が特徴的です。このペーパークラフトはペットとして広く知られている ネザーランドドワーフをモチーフに制作しております。』
[image: pho101]
　次は「ヨツユビハリネズミ」です。 この「ヨツユビハリネズミ」を出すには、 ここをクリックしてください。
すると、「ヨツユビハリネズミ」が出てきます。「ダウンロード」すると「組み立て説明書」が出て来ます。 「組立部品」は、「組み立て説明書」の最後についてきます。部品は、５個でした。
この「ハリネズミ」に関する解説があるので書いて置きます。 　『ハリネズミは、ネズミの仲間ではなくモグラの仲間に分類される哺乳類です。ヨーロッパ、アジア、アフリカに15種が生息し、 針のようなトゲは、体毛の一本一本がまとまって硬化したもので、これにより敵から身を守ります。通常、日中は丸まって眠り、 夜になると目覚め、昆虫等のエサを探しにいきます。このペーパークラフトはペットとして広く知られているヨツユビハリネズミ （別名ピグミーハリネズミ）をモチーフに制作しております。』
[image: pho102]
　次は「アライグマ」です。 この「アライグマ」を出すには、 ここをクリックしてください。
すると、「アライグマ」が出てきます。「ダウンロード」すると「組み立て説明書」か出て来ます。 「組立部品」は、「組み立て説明書」は最後についてきます。部品は、５個でした。
　この「アライグマ」に関する解説があるので書いて置きます。
『体毛と黒い縞模様、ふさふさした尾が特徴的で、前足を器用に使うことが出来るため、木登りや泳ぎが得意です。 また、雑食性のため、森林、草原、沼地、人間の住む市街地など、あらゆるところに生息出来る適応力を持ってい ます。』 　
















＜＜ペーパークラフト＞＞第４９回 　 ＜＜節句＞＞　２０１１年５月１日掲載







今度は「節句」です。
[image: pho10]
　「兜」を出すには、 ここをクリックしてください。
　「タウンドーロ」をクリックしますと。兜の作り方と兜の印刷面がでてきます。
　兜の作り方は、皆さんは知っていると思います。私も知っていました。
[image: pho111]
　これは、あるホームページに出ていた「節句」です。
　この「節句」については、「つぶやき」のページに書いています。 
[image: pho110]
　これは、あるホームページに出ていた「かぶと飾り」です。 
















＜＜ペーパークラフト＞＞第５０回 　 ＜＜魚＞＞　２０１１年６月１日掲載







今回の「ペーパークラフト」は「魚」を中心に作りました。
[image: pho200]
　始めは、『クマノミ』です。
　[image: pho210]
　これは、あるホームページに出ていた「金魚」です。
[image: pho211]
　これは、あるホームページに出ていた「マンタ」です。 　 　
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